
Ⅰ－４． パッケージングについて 
 
佐々木特任教授による講習会を開催し、加工食品の包装（パッケージング）・陳列等（配

列・配色）に関する理解を深めることを目的として、下記のとおり実施した。 
 

日  程 平成 24年 12月 12日（水）から 13日（木） 2日間 
場  所 福島県塙町 
  講演会：塙町農村勤労福祉会館大研修室（パワーポイント使用可能施設） 
 
目  的 1．受託研究調査 
  2、特任教授講演会実施 平成 24年 12月 12日（水）14：00～16：00 
  3、現地農業者・生産者との視察、懇談 
 
訪 問 者 佐々木敬卓 

荒木裕子  
吉田光一    計 3名 

 
実施内容 
 1,受託研究調査 

「道の駅はなわ」で販売されている塙町農産物等を使用した加工食品の確認やその商

品パッケージ法、商品ディスプレイ等についての確認・実地研修がなされた。 
 
2、特任教授講演会 
佐々木特任教授は「塙町・道の駅を見せて戴いて感じたこと」と題し、道の駅に出品

している多くの生産者・食品加工者の方々が熱心に聴講された。前回の講演会に引き

続き、60 名程の参加者が参加され、講演後の質疑応答の時間には多数の質問と情報
交換がされた。 
 
3、現地農業者・生産者との視察・懇談 
2日目（13日）には、道の駅（現地）に関係者と集まって 12日報告の内容確認・現
場説明（実地研修）を行った。 
 
 

まとめ まとめ及び概要は次項以降の別紙・資料８に示すものとする。 



 別紙 
塙町・道の駅を見て感じ報告した総合まとめ 

 
佐々木 敬卓 

 
Ⅰ・ 今回のまとめは・報告の概要 
１回目、12年 10月 19日（金）～20日（土） 
塙町道の駅にて東京聖栄大学・学部長の講演と、道の駅を見学・関連する皆さんと情報交換

を行った。 
２回目、12年 12月 12日（水）～13日（木）、 
 ① １回目訪問の 12年 10月 19日（金）～20日（土）の道の駅見学・情報交換結果のま

とめ（添付資料を基に）を 12日（水）に塙町の関係者に報告した。 
   （東京聖栄大学から、荒木・吉田・佐々木） 
 ② 翌 13日に道の駅（現場）に関係者と集まり 12日報告の内容再確認・現場説明を行っ

た。（東京聖栄大学から、荒木・吉田・佐々木） 
 
 
 Ⅱ・ ２回行った報告会および現場での情報交換等をもとに総合的・簡単にまとめた。 
  12日の報告会の内容と重複するが（スライド 98～101ページの内容がまとめとなる）以
下に概要を項目として記載する。 
 

  ① 全体をまとめる人が必要（塙町・道の駅） 
    企画・開発的思考を持った人、当然権限も必須 
  ② 企画・開発的手法による内容の推進（情報収集と展開） 
    例えば、年間の節目となる行事に対応した内容の抽出・検討とスケジュール化推進。 
    差別化商品・物・事の抽出展開（推進） 
  ③ 現場に則した微生物・異物等品質関連の勉強 
    食品の安全・衛生・安心を現場的視点で充分な対応が必要と言える。 
    製造・作る現場から売る・店頭の現場的目線での対応が必要不可欠 
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